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文章中の★の付いた用語は、17ページの用語解説「おしえて！セイアくん！（仮）」で解説しています。参考に読んでみてください！

　智里西製材クラブは平成15年、智里
西自治会産建部において、山林に切り捨
てられている間伐材の利用をしようと話
し合いの中から、平成16年地区全戸に
会員募集を行い22名の参加で発足し、現
在は20名で活動しています。
　昭和32・36年の大水害、平成12年の
東海豪雨、平成25年の台風18号、雨量
と山林が原因となっていると考え、山林
整備に力を入れて、災害に強い安全な地域づくりや、少しでも手を入れて安全な状態を保つ
ことを基本理念にして活動しています。
　平成21年２月「南信州元気な森林づくり賞」「飯伊木材共同組合理事長賞」、平成22年２
月「南信州地域づくり大賞特別賞」「くらし・環境部門　峰竜太賞」を受賞し、平成23年には
県の元気づくり支援金を受けて簡易製材機「ホリゾン」を設置。支障木の伐採・山林整備・集
積・運搬・枝の処理・丸太での販売・建築材・木工品の販売、村営住宅へ地域材として供給もし
ました。

　
２
月
10
日
に
令
和
７
年
第
１
回
臨

時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

工
事
請
負
費
（
３
０
０
０
万
円
）

（
ジ
ビ
エ
加
工
施
設
移
設
工
事
費

用
）

Ｑ
　
竣
工
予
定
が
令
和
７
年
８
月
だ

が
、
そ
の
間
の
受
け
入
れ
対
応
は
い

か
が
か
。

Ａ
　
物
理
的
に
受
け
入
れ
で
き
な
い

状
況
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
有
害
鳥

獣
の
捕
獲
は
例
年
通
り
可
能
で
す
の

で
、
法
的
に
問
題
の
な
い
処
理
の
仕

方
で
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
　
３
０
０
０
万
円
と
い
う
多
額
の

補
正
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ
　
物
価
の
高
騰
も
あ
り
ま
す
が
、

食
肉
加
工
施
設
の
衛
生
管
理
基
準
が

従
来
よ
り
も
厳
し
く
な
り
、
計
画
を

大
き
く
変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
多
額

の
補
正
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に
つ
い
て

Ｑ
　
現
在
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
で
米
が
人
気
で
予
約
が
殺
到
し
て

い
る
と
い
う
報
道
を
聞
く
が
、
村
内

の
状
況
は
い
か
が
か
。

Ａ
　
一
時
期
当
村
も
予
約
が
か
な
り

殺
到
し
、
現
在
は
昼
神
温
泉
や
学
校

へ
の
出
荷
が
あ
る
た
め
米
の
返
礼
は

ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
来
年
度
に
向
け
、
昼
神
や
学
校

へ
の
出
荷
と
、
返
礼
品
の
準
備
を
両

立
し
、
計
画
的
に
実
施
で
き
な
い
か
。

Ａ
　
産
業
振
興
公
社
な
ど
の
関
係
機

関
と
調
整
し
検
討
し
て
い
き
た
い
で

す
。採

決
　
全
員
賛
成
で
可
決

【智里西製材クラブ】　
会長　田中義幸

pick up

令
和
７
年
第
１
回

臨
時
会
報
告

令
和
６
年
度
阿
智
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
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●令和７年度予算額

清内路リニア発生土置き場造成工事着手！運動公園周辺整備事業始動！

歳
出
の
内
訳
（
一
般
会
計
）

％
は
構
成
比

（
　
）内
は
前
年
比

民生費  17.3%

  

13億1698万円
（4739万円増）

農林水産業費 7.3%

  

5億5277万円
（7697万円増）

公債費  5.2%

  

3億9443万円
（5357万円減）

衛生費  4.8%

  

3億6579万円
（122万円増）

議会費  0.9%

  

6845万円
（84万円減）

教育費  8.7%

  

6億5999万円
（439万円減）

災害復旧費  0.0%

  

91万円
（3243万円減）

予備費等  0.1%

  

1000万円
（同額）

総務費  34.4%

  

26億1936万円
（13億1111万円増）

土木費  12.4%

  

9億4644万円
（1億658万円増）

消防費  3.3%

  

2億4948万円
（1934万円増）

商工費  5.6%

  

4億2240万円
（3562万円減）

※
一
部
端
数
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

令和７年３月定例会報告

一　般　会　計　　　  76億　700万円 （前年比 15億700万円増）
特　別　会　計 　　　 15億9880万円 （前年比 4040万円増）
水道事業会計（支出合計） 　3億4184万円（前年比 1573万円減）

下水道事業会計（支出合計） 　7億2386万円 （前年比 1842万円増）

令和７年度予算

　　　　　　令和７年度一般会計予算の増減額について簡単に解説していきます！
　　　　　　まず全体を見ると前年に比べ15億円以上の増額となっています。大きく増額したと
ころは総務費の運動公園整備でB・C地区の工事費や設計費、土地購入費などに約４億円。七久里
開発事業に用地・物件・地質・環境調査費や詳細設計費用など約１億１千万円。リニア対策事業に
清内路発生土置き場の概略設計費、水・環境調査費、村道の拡幅や市場・赤子・丸山地区の造成工
事費などに約６億７千万円となっております。しかし、七久里開発事業費やリニア対策事業費につ
いては協定に基づくJR東海からの負担があるため、村が実際に負担する費用は少なく済んでいます。
　民生費では、児童措置費が約４千万円増額で、児童手当の対象年齢が18歳まで拡充されたこと
による増額です。老人福祉費では約５千万円減額で、令和６年度にデイサービスセンターの大規模
修繕工事や、特別養護老人ホームの設備取替工事を行ったため令和７年度は減額となっていますが、
引き続き施設の修繕や取替工事は行っていきます。
　農林水産業費では、伍和地区堆肥センターの改修工事などで約５千万円増額となっています。
　土木費では、旧清内路振興室跡地に建設予定の若者定住促進住宅の工事費として約２億円が計上
されています。

セイアくんが読み解く７年度予算セイアくんが読み解く７年度予算
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費
用
：
８
２
９
４
万
円（
税
込
）。

主
な
質
疑

Ｑ
　
入
札
の
方
法
は
。

Ａ
　
★
指
名
競
争
入
札
で
す
。

Ｑ
　
何
社
入
札
が
あ
っ
た
の
か
、
２

番
目
の
入
札
額
と
の
差
は
。

Ａ
　
３
社
の
入
札
が
あ
り
、
９９
万
円

の
差
で
し
た
。

Ｑ
　
今
清
内
路
に
あ
る
加
工
施
設
は

い
つ
ま
で
稼
働
し
て
い
る
か
。

Ａ
　
２
月
末
で
稼
働
を
止
め
て
お
り
、

現
在
は
施
設
解
体
に
向
け
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

採
決
　

全
員
賛
成
で
可
決

主
な
質
疑

【
歳
　
入
】

Ｑ
　
税
の
滞
納
の
内
訳
は
。

Ａ
　
令
和
５
年
度
末
の
村
税
滞
納
繰

越
分
に
つ
い
て
、★
分
納
誓
約
２６
％
、

★
執
行
停
止
１６
％
、
残
り
５８
％
は
現

在
財
産
等
の
状
況
を
調
査
し
て
い
ま

す
。

【
歳
　
出
】

Ｑ
　

七
久
里
開
発
事
業
費
に
つ
い
て
、

地
質
や
湧
水
の
問
題
で
、
開
発
が
で

き
る
か
ど
う
か
が
決
ま
っ
て
く
る
。

進
め
方
の
詳
細
は
。

Ａ
　
調
査
結
果
が
出
た
段
階
や
、
後

利
用
が
見
え
て
き
た
段
階
、
工
事
に

着
工
す
る
段
階
な
ど
様
々
な
タ
イ
ミ

ン
グ
に
応
じ
て
現
状
を
伝
え
、
必
要

で
あ
れ
ば
意
見
を
聞
い
て
い
き
た
い

で
す
。

Ｑ
　
リ
ニ
ア
対
策
事
業
費
に
つ
い
て
、

清
内
路
の
発
生
土
置
き
場
の
工
事
後

の
管
理
や
責
任
を
Ｊ
Ｒ
東
海
に
も
抱

え
る
協
定
書
を
結
ん
で
ほ
し
い
が
ど

う
か
。

Ａ
　
住
民
に
寄
り

添
う
の
は
最
終
的

に
は
村
で
あ
る
べ

き
と
考
え
ま
す
。

有
利
な
条
件
や
安

全
な
工
事
を
行
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

Ｑ
　
昼
神
温
泉
新
時
代
推
進
費
に
つ

い
て
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
出
資
金
の

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
。

Ａ
　
村
が
民
間
会
社
へ
委
託
し
関
わ

る
こ
と
に
よ
り
、
少
な
い
費
用
で
民

間
の
自
由
な
発
想
を
ア
イ
デ
ア
や
デ

ザ
イ
ン
に
落
と
し
込
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

主
な
討
論

賛
成
　
村
民
目
線
に
立
っ
た
事
業
の

取
捨
選
択
を
行
い
、
村
の
未
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
で
健
全
な
行
政
に

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。採

決
　

全
員
賛
成
で
可
決

　
こ
の
改
正
は
、
合
併
浄
化
槽
管
理

委
託
料
や
下
水
道
使
用
料
に
関
す
る

事
務
手
続
き
の
不
手
際
に
つ
い
て
の

村
長
、
副
村
長
の
減
給
で
す
。

Ｑ
　
不
手
際
が
起
こ
っ
た
原
因
は
何

か
。

Ａ
　
合
併
浄
化
槽
に
つ
い
て
、
①
督

促
状
発
送
の
不
徹
底
。
②
担
当
者
の

み
に
業
務
を
ま
か
せ
管
理
者
の
監
督

不
足
だ
っ
た
。
③
後
任
の
担
当
者
へ

の
引
継
ぎ
不
足
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
、
①
接
続

工
事
完
了
予
定
日
を
過
ぎ
て
も
工
事

の
進
捗
確
認
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

②
年
度
を
ま
た
い
だ
工
事
に
つ
い
て

完
了
し
た
か
の
確
認
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
。
③
接
続
工
事
を
し
た
際
、

事
業
者
か
ら
提
出
い
た
だ
く
書
類
を

受
け
取
っ
て
お
ら
ず
、
接
続
の
確
認

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

Ｑ
　
議
会
に
報
告
が
あ
っ
た
の
は
３

月
５
日
だ
が
、
事
態
が
発
覚
し
た
の

は
い
つ
か
。

Ａ
　
１
月
下
旬
に
関
係
部
署
か
ら
話

が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
　
報
告
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
た

理
由
は
。

Ａ
　
細
か
い
原
因
を
調
べ
た
り
対
象

者
を
特
定
す
る
こ
と
に
時
間
が
か
か

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

採
決
　
全
員
賛
成
で
可
決

pick up

阿
智
村
ジ
ビ
エ
加
工
施
設
建

設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

pick up

令
和
７
年
度
阿
智
村
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

pick up

阿
智
村
特
別
職
の
職
員
で
常

勤
の
者
等
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
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上程された案件の議決結果
人　　事

条　　例

財　　産

計　　画

指定管理

契　　約

村　　道

当初予算

補正予算

賠　　償

陳　　情

同　意

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

報　告

趣旨採択

議員発議案件の決議結果
条　　例

請　　願

可　決

可　決★

★ ★

人権擁護委員候補者の推薦について（２件）

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

阿智村特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

阿智村議会議員及び阿智村長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

阿智村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について

阿智村非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

阿智村定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

阿智村特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
（２件）

財産の貸付（星空食堂）
★阿智村辺地対策総合整備計画の変更

東山道・園原ビジターセンターはゝき木館の★指定管理者の指定について

令和６年度阿智村ジビエ加工施設建築工事請負契約の締結について ★（即決）

令和６年度★農山漁村地域整備交付金林道トンネル修繕工事変更請負契約の締結について
（即決）

阿智村村道の認定

令和７年度阿智村一般会計予算

令和７年度阿智村国民健康保険事業特別会計予算

令和７年度阿智村介護保険特別会計予算

令和７年度阿智村後期高齢者医療特別会計予算

令和７年度阿智村水道事業会計予算

令和７年度阿智村下水道事業会計予算

令和６年度阿智村一般会計補正予算（第８号）

令和６年度阿智村一般会計補正予算（第９号）

令和６年度阿智村国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

令和６年度阿智村介護保険特別会計補正予算（第３号）

令和６年度阿智村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

損害賠償の額を定めることについて ★（専決）

「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情書について

阿智村議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

「持続可能な学校の実現をめざす意見書」採択を求める請願書について（同意書の送付）
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て
決
定
し
ま
す
。
自
治
会
要
望
に
は

回
答
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

●
全
村
博
委
員
等
報
償
費

１
３
８
万
３
千
円

Ｑ
　
熊
谷
元
一
写
真
の
ユ
ネ
ス
コ

「
世
界
の
記
憶
」
遺
産
登
録
に
つ
い

効
果
に
見
合
わ
な
い
と
な
れ
ば
撤
退

を
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
登
録
の
審
査
基
準
に
沿
う
も
の

か
見
極
め
な
が
ら
進
め
ま
す
。

●
未
婚
者
結
婚
支
援
対
策
事
業
委
託

料　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

Ｑ
　
こ
れ
ま
で
の
委
託
先
が
解
散
さ

れ
て
、
新
た
な
委
託
先
は
ど
の
よ
う

に
選
定
し
決
定
す
る
の
か
。
公
募
な

ど
の
考
え
は
な
い
の
か
。

Ａ
　
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
た
出
会
い
か

ら
結
婚
へ
発
展
す
る
よ
う
な
事
業
を

考
え
て
お
り
、
個
人
情
報
を
扱
う
ノ

ウ
ハ
ウ
が
あ
る
法
人
へ
の
委
託
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
委
託
先
は
選
定
委

員
会
に
諮
っ
て
決
定
し
ま
す
。

●
七
久
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
謝
金

　
1
8
万
円

Ｑ
　
事
業
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

く
か
見
通
せ
な
い
が
、
委
員
会
は
ど

の
よ
う
な
内
容
で
進
め
て
い
く
の
か
。

Ａ
　
七
久
里
開
発
に
関
わ
る
地
質
や

湧
水
な
ど
の
諸
問
題
に
加
え
、
村
の

地
域
振
興
に
対
す
る
ご
意
見
を
伺
う

予
定
で
す
。

　
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
、
各
特

別
会
計
、
水
道
・
下
水
道
両
事
業
会

計
の
各
予
算
に
つ
い
て
、
予
算
特
別

委
員
会
で
審
議
し
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
は
以
下
の
通
り
で
す
。

令
和
７
年
度
阿
智
村
一
般
会
計
予
算

【
歳　
入
】

●
地
方
交
付
税　
2
4
億
７
千
万
円

Ｑ
　
地
方
交
付
税
額
が
昨
年
比
１
億

９
千
万
円
減
と
な
っ
た
要
因
と
今
後

の
見
通
し
は
。

Ａ
　
算
出
基
礎
が
毎
年
変
更
さ
れ
る

た
め
、
前
年
度
を
参
考
に
し
て
算
出

し
、
今
後
の
補
正
予
算
対
応
と
し
て

す
べ
て
当
初
に
計
上
し
て
い
ま
せ
ん
。

公
債
費
減
に
よ
り
前
年
比
１
億
円
減

の
見
込
み
で
す
。
今
後
も
人
口
減
な

ど
に
よ
り
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

●
土
地
売
払
収
入　
４
３
４
３
万
円

Ｑ
　
分
譲
地
の
売
却
見
通
し
は
。

Ａ
　
伍
和
丸
山
１
区
画
、
中
関
５
区

画
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
★
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

７
億
５
８
０
０
万
円

Ｑ
　
基
金
繰
入
分
の
用
途
は
明
確
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
様
々
な
事
業
に
充
当
し
て
お
り
、

明
確
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
住
民

要
望
に
お
応
え
す
る
た
め
に
活
用
し

て
い
ま
す
。

【
歳　
出
】

●
歳
出
全
般

Ｑ
　
前
年
度
比
で
予
算
が
１５
億
円
増

加
、
そ
れ
に
伴
い
仕
事
量
も
増
え
る

と
思
う
が
、
職
員
配
置
は
適
切
に
行

わ
れ
て
い
る
か
。

Ａ
　
仕
事
に
滞
り
が
な
い
よ
う
に
人

員
配
置
を
行
い
ま
す
。
人
件
費
の
増

額
も
課
題
で
す
の
で
、
会
計
年
度
任

用
職
員
や
短
期
ア
ル
バ
イ
ト
の
活
用
、

業
務
に
よ
っ
て
は
外
注
等
も
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
固
定
的
経
費
割
合
を
示
す
経
常

収
支
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
が
、

他
自
治
体
と
比
べ
る
の
で
は
な
く
、

当
村
の
特
色
や
事
業
内
容
を
住
民
に

し
っ
か
り
と
説
明
し
理
解
を
得
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
し
っ
か
り
住
民
に
説
明
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
阿
智
村
人
会
負
担
金　
2
0
万
円

Ｑ
　
村
人
会
の
あ
り
方
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

Ａ
　
村
出
身
の
方
た
ち
と
繋
が
り
を

持
ち
、
会
を
継
続
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

●
防
犯
灯
設
置
費　
　
１
１
０
万
円

Ｑ
　
設
置
場
所
５
か
所
は
ど
こ
か
。

ま
た
自
治
会
要
望
に
対
す
る
返
答
は

さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ
　
村
設
置
基
準
と
要
望
を
精
査
し

予
算
特
別
委
員
会
　

造成が進む中関区分譲地

過
去
最
大
の
予
算
76
億
円
を
可
決
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Ａ
　
高
齢
者
の
増
加
と
福
祉
施
設
が

多
い
こ
と
で
値
上
げ
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
介
護
保
険
利
用
と
な
る
前
の
予

防
・
検
診
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
７
年
度
阿
智
村
水
道
事
業
会
計

予
算

Ｑ
　
水
道
会
計
の
運

営
状
況
は
危
機
的
な

の
か
。
値
上
げ
は
必
要
な
の
か
。

Ａ
　
今
の
と
こ
ろ
危
機
的
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
９
つ
の
浄
水
場
と

敷
設
管
路
の
維
持
管
理
に
多
額
の
費

用
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
令
和
８
年

４
月
利
用
分
か
ら
値
上
げ
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
上
下
水
道
係
の
職
員
配
置
が
厳

し
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
技
術
専
門
職
は
ど
こ
も
人
手
不

足
で
県
派
遣
で
対
応
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
り
ま
す
。
下
水
道
管
理
は
民

間
企
業
に
委
託
し
て
い
ま
す
の
で
、

水
道
に
つ
い
て
も
根
本
的
な
解
決
方

法
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、
令
和
７
年
度
阿
智
村
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
令
和
７

年
度
阿
智
村
下
水
道
事
業
会
計
予
算

に
つ
い
て
も
審
議
し
、
原
案
の
通
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

●
選
挙
管
理
委
員
会
費　2

5
万
６
千
円

Ｑ
　
投
票
所
の
削
減
に
つ
い
て
は
ど

の
組
織
が
い
つ
ま
で
に
検
討
し
て
い

く
の
か
。
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
令
和
８
年
２
月

に
行
わ
れ
る
村
長
選

に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

投
票
所
の
削
減
に
よ
り
、
投
票
率
が

下
が
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
投
票
日

の
送
迎
バ
ス
や
移
動
投
票
所
な
ど
投

票
機
会
の
確
保
に
つ
い
て
意
見
が
出

さ
れ
て
お
り
、
今
後
具
体
的
対
応
策

も
含
め
て
検
討
し
決
定
し
て
い
き
ま

す
。

●
社
会
参
加
支
援
事
業
委
託
料

７
９
５
万
円

Ｑ
　
現
在
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
方
の

社
会
参
加
支
援
の
委
託
事
業
だ
が
、

参
加
を
促
す
手
立
て
は
。
行
政
が
し

っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
保
健
師
や
民
生
委
員
を
通
じ
て

相
談
が
あ
っ
た
方
に
情
報
提
供
し
、

利
用
を
促
し
て
い
き
ま
す
。
成
果
が

出
る
よ
う
に
事
業
者
と
協
力
し
て
進

め
て
い
き
ま
す
。

●
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

６
４
１
万
８
千
円

Ｑ
　
交
付
申
請
団
体
数
の
増
減
は
。

ま
た
、
申
請
書
類
が
多
く
手
続
き
が

煩
雑
な
た
め
、
何
か
工
夫
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

Ａ
　
各
団
体
方
針
が
未
決
定
の
た
め
、

昨
年
と
同
数
を
見
込
ん
で
あ
り
ま
す
。

高
齢
化
で
継
続
が
難
し
い
と
の
声
も

あ
り
、
申
請
書
類
の
件
は
県
を
通
じ

て
意
見
を
伝
え
て
い
ま
す
。
中
山
間

地
域
直
接
支
払
交
付
金
も
活
用
し
て

農
地
の
保
全
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

●
林
業
総
務
費
委
託
料

３
４
６
７
万
７
千
円

Ｑ
　
森
林
環
境
譲
与
税
を
奥
山
で
な

く
里
山
へ
活
用
で
き
な
い
か
。

Ａ
　
山
が
荒
れ
、
災
害
の
危
険
が
考

え
ら
れ
る
た
め
、
手
の
入
り
づ
ら
い

森
林
の
整
備
に
充
て
て
い
ま
す
が
、

森
林
資
源
の
利
活
用
と
い
う
点
も
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
委
託
料

６
４
０
万
円

Ｑ
　
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
も
う
少
し
上

げ
ら
れ
な
い
か
。

Ａ
　
プ
レ
ミ
ア
ム
率
は
２０
％
、
１
冊

５
千
円
で
販
売
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
阿
智
昼
神
観
光
局
運
営
事
業

４
９
９
０
万
円

Ｑ
　
観
光
局
と
各
地
域
や
産
業
振
興

公
社
が
連
携
し
て
事
業
を
進
め
て
欲

し
い
が
お
考
え
は
。

Ａ
　
地
域
連
携
事
業
と
し
て
地
域
が

稼
ぐ
力
を
生
み
出
す
こ
と
を
業
務
と

し
て
捉
え
、
専
門
に
担
当
者
も
配
置

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

令
和
７
年
度
阿
智
村
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算

Ｑ
　
診
療
所
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

特
定
健
診
で
の
利
用
な
ど
定
期
的
に

呼
び
か
け
て
欲
し
い
が
。

Ａ
　
予
防
接
種
も

で
き
ま
す
の
で
、

あ
わ
せ
て
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
７
年
度
阿
智
村
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

Ｑ
　
介
護
保
険
料
の
今
後
の
見
通
し

は
。

予算特別委員会

支障木伐採の様子
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３
月
定
例
会
に
向
け
て
の
委
員
会

報
告
を
し
ま
す
。
今
定
例
会
に
は
上

位
法
改
正
（
国
の
改
正
）
に
伴
い
改

正
す
る
案
件
が
議
案
第
２
号
か
ら
６

号
ま
で
５
件
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の

中
で
特
徴
的
な
部
分
の
み
報
告
し
ま

す
。

一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

　
阿
智
村
が
寒
冷
地
か
ら
外
れ
て
し

ま
う
こ
と
、
清
内
路
、
浪
合
を
含
め
、

段
階
的
に
手
当
が
な
く
な
る
。（
阿
智

村
の
基
準
が
役
場
所
在
地
）

阿
智
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定　阿
智
村
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

議
案
２
号
か
ら
７
号
ま
で

　
委
員
会
で
は
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
と
決
し
ま
し
た
。

阿
智
村
辺
地
対
策
総
合
整
備
計
画
の

変
更

　
変
更
は
、
地
方
自
治
法
第
９
６
条

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議

決
を
要
す
る
も
の
で
す
。

　
財
源
内
訳
の
特
定
財
源
と
は
何
か

と
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ほ
ぼ
国
庫
補
助
金
と
の
答
弁
が
あ

り
、★
辺
地
対
策
事
業
債
の
仕
組
み

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
充
当
率
が

１
０
０
％
で
、
交
付
税
措
置
率
は
８０

％
に
な
り
ま
す
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　
ど
の
よ
う
な
手
続
き
で
立
て
ら
れ

た
整
備
計
画
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、

地
元
自
治
会
要
望
を
基
に
対
象
を
選

定
し
、
事
業
化
に
向
け
て
い
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
三
六
災
害
並
み
の
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
上
清
内
路
の
避
難
所
に
は
、

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
制
度

を
使
い
、
実
際
に
役
に
立
ち
地
域
も

喜
ぶ
よ
う
に
改
善
を
お
願
い
し
た
い
。

と
の
意
見
が
あ
り
、
委
員
会
で
は
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
と
決
し

ま
し
た
。

東
山
道
・
園
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

は
ゝ
き
木
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
指
定
管
理
者
の
指
定
は
、
地
方
自

治
法
第
２
４
４
条
の
２
第
６
項
の
規

定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
要
す
る

も
の
で
、
適
正
に
公
募
し
た
か
と
の

質
疑
が
あ
り
、
適
正
に
一
般
公
募
し

ま
し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

賛
成
討
論
と
し
て

「
事
業
が
し
っ
か
り
継
続
で
き
る
よ

う
、
村
で
備
品
等
の
配
慮
を
し
、
全

村
博
の
推
進
に
努
め
て
も
ら
い
た

い
」
と
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
可
決
す
べ
き
で
あ

る
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
審
査
結
果

「
持
続
可
能
な
学
校
の
実
現
を
目
指

す
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
請
願

書　
　
　
　
　

　
教
育
現
場
が
大

変
だ
と
い
う
こ
と

は
分
か
る
。
こ
れ
が
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
な
る
こ
と
を
意
見
書
の
中

に
是
非
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

る
。
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

　
子
ど
も
の
立
場
、
子
ど
も
の
こ
と

を
考
え
て
の
働
き
方
改
革
だ
と
思
う
。

　
子
ど
も
に
と
っ
て
、
よ
り
良
く
な

る
学
校
に
な
る
よ
う
な
内
容
に
し
た

い
と
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

陳
情
審
査
結
果

「
最
低
賃
金
法
の
改
正
と
中
小
企
業

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」
採

択
を
求
め
る
陳
情
書

　
中
小
企
業
を
支
援
す
る
た
め
に
も
、

最
低
賃
金
を
上
げ
て
働
く
場
を
確
保

す
る
。
ま
た
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て

も
同
じ
給
料
が
も
ら
え
れ
ば
、
そ
こ

に
生
活
す
る
人
の
安
定
を
保
つ
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
採
択
す

べ
き
と
の
発
言
が
あ
り
、
小
規
模
事

業
所
の
方
々
が
時
給
１
５
０
０
円
払

う
こ
と
を
考
え
る
と
阿
智
村
で
現
実

的
に
ど
う
だ
ろ
う
と
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
国
民
生
活
を
考
え
た
時
に

賃
金
を
少
し
で
も
上
げ
て
い
く
こ
と

は
大
事
な
の
で
、
そ
れ
を
趣
旨
と
す

る
な
ら
ば
、
賛
同
で
き
る
と
の
発
言

も
あ
り
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
趣
旨

採
択
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

３
月
定
例
会
委
員
会
報
告
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阿
智
村
定
住
促
進
住
宅
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

　
公
営
住
宅
で
あ
る
浪
合
大
平
団
地

５
│

３
棟
と
、
清
内
路
川
裾
第
２
│

２
住
宅
を
、
法
の
対
応
年
数
が
設
置

後
３０
年
経
過
す
れ
ば
用
途
廃
止
が
で

き
る
こ
と
で
、
公
営
住
宅
の
用
途
廃

止
を
し
、
定
住
促
進
住
宅
に
す
る
た

め
の
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
で
す
。

財
産
の
貸
付
（
星
空
食
堂
）

　
こ
の
場
所
と
物
件
は
昼
神
温
泉
入

り
口
の
左
側
に
あ
り
ま
す
。
貸
付
価

格
は
無
償
で
貸
付
先
は
、
㈱
阿
智
昼

神
観
光
局
で
す
。
貸
付
期
間
は
、
令

和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
１２
年
３

月
３１
日
ま
で
の
５
年
間
と
し
ま
す
。

村
の
観
光
振
興
に
貢
献
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
条
件
に
無
償
で
の
貸
し
付

け
と
し
ま
す
。

Ｑ
　
星
空
食
堂
の
営
業
状
況
は
。

Ａ
　
客
数
は
令
和
４
年
度
約
７
千
人

令
和
５
年
度
約
８
千
人
で
増
加
し
て

い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
お
客
様
は
温

泉
地
か
ら
徒
歩
で
来
店
さ
れ
て
い
て
、

土
日
は
特
に
混
雑
し
て
い
ま
す
。
売

り
上
げ
は
１
１
０
０
万
円
に
な
り
ま

す
。

阿
智
村
村
道
路
線
の
認
定

　
今
ま
で
道
の
大
半
が
相
続
で
き
ず

所
有
権
移
転
が
で
き
な
い
た
め
、
生

活
道
路
と
し
て
充
て
て
い
た
と
こ
ろ
、

こ
の
度
、
相
続
が
完
了
し
所
有
権
移

転
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
村
道
の
認
定
を
す
る
も
の
で
す
。

令
和
６
年
度
阿
智
村
ジ
ビ
エ
加
工
施

設
建
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結

Ｑ
　
工
事
に
あ
た
り
、

清
内
路
の
施
設
は
い
つ

ま
で
稼
働
し
、
対
応
は

ど
う
な
る
の
か
。

Ａ
　
３
月
に
解
体
し
既
に
受
け
入
れ

は
停
止
し
て
い
る
。
新
し
い
施
設
は

８
月
完
成
の
予
定
。
そ
の
間
は
受
け

入
れ
停
止
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
移
転
期
間
は
受
け
入
れ
停
止
で

あ
る
が
、
そ
の
間
、
住
民
に
は
理
解

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
か
。

Ａ
　
ジ
ビ
エ
に
関
し
て
は
従
来
の
処

分
を
捕
獲
者
に
お
願
い
し
て
あ
り
ま

す
。

Ｑ
　
建
設
工
事
に
あ
た
り
入
札
は
ど

う
い
う
形
を
と
る
の
か
。

Ａ
　
入
札
は
一
般
公
募
が
通
常
で
は

あ
り
ま
す
が
今
回
は
指
名
競
争
入
札

と
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
農
山
漁
村
地
域
整
備
交

付
金　
林
道
ト
ン
ネ
ル
修
繕
工
事
変

更
請
負
契
約

　
智
里
、
大
谷
霧
ヶ
原
ト
ン
ネ
ル
で

５
千
万
円
を
超
え
る
契
約
で
の
増
額

で
３
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
が
、
５

％
を
超
え
る
た
め
議
決
が
必
要
で
す
。

農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
能
率
報
酬
の
支

給
に
関
す
る
規
則
の
制
定

　
こ
の
規
則
の
制
定
は
、
令
和
７
年

度
か
ら
村
が
こ
の
報
酬
を
出
す
た
め

に
規
則
を
制
定
し
、
国
県
に
申
請
す

る
は
じ
め
て
の
も
の
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対
策
補
助
金

交
付
要
綱
の
制
定

　
財
源
の
関
係
で
、
前
回
は
２０
％
で

し
た
が
、
今
回
は
１５
％
の
補
助
と
な

り
ま
す
。

肥
料
農
薬
価
格
高
騰
緊
急
対
策
事
業

補
助
金
交
付
要
綱
の
制
定

　
対
象
は
令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら

１２
月
３１
日
ま
で
に
納
品
さ
れ
た
分
で

す
。

令
和
６
年
度
阿
智
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
）

　
土
木
費
　
道
路
維
持
費
１
１
０
０

万
円
は
、
除
雪
業
務
委
託
料
で
降
雪

量
が
想
定
を
上
回
っ
た
こ
と
に
よ
り

ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

阿
智
村
定
住
促
進
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
認
め
る

星空食堂外観
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　１
月
か
ら
３
月
の
委
員
会
の
内
容

　
こ
の
間
、
リ
ニ
ア
特
別
委
員
会
で

は
、
村
道
１
│
２０
号
線
道
路
拡
幅
工

事
の
状
況
、
冬
季
に
発
生
し
た
生
コ

ン
車
脱
輪
事
故
な
ど
複
数
の
事
故
に

つ
い
て
、
ま
た
国
道
に
お
け
る
発
生

土
運
搬
車
両
の
通
行
状
況
に
つ
い

て
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）
に
つ
い
て
の
協
議
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
脱
輪
事
故
に
つ
い
て
は
、
村
に
対

し
、
そ
の
原
因
究
明
と
再
発
防
止
を

工
事
関
係
者
に
さ
せ
て
報
告
を
受
け

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
国
道
に
お
け
る
発
生
土
運
搬
に
つ

い
て
は
、
１
月
は
月
通
算
４４
台
、
２

月
は
０
台
で
し
た
。
降
雪
の
影
響
と

い
う
説
明
で
し
た
。

　
補
正
予
算
第
９
号
で
は
、
行
わ
れ

な
か
っ
た
事
業
の
減
額
と
い
う
内
容

で
し
た
が
、
６０
万
円
の
講
師
謝
礼
の

減
額
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
坊
主
ヶ

島
の
設
計
と
そ
の
評
価
が

ま
だ
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
理
由
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

３
月
定
例
会
期
の
委
員
会
　

　
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
は
今

ま
で
に
な
い
大
型
予
算
で
す
。
そ
の

主
要
因
は
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
工
事
に

関
し
清
内
路
地
区
内
で
村
主
体
の
盛

土
造
成
工
事
着
工
が
予
定
さ
れ
、
そ

の
費
用
だ
け
で
５
億
５
千
万
円
余
に

の
ぼ
る
点
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
工
事

に
伴
う
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
の
負
担
金
は

７
億
６
千
万
円
余
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
定
例
会
で
は
、
予
算
特
別
委
員
会

が
組
織
さ
れ
た
の
で
、
リ
ニ
ア
特
別

委
員
会
内
で
予
算
の
審
査
は
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
予
算
特
別
委
員
会
や
そ

の
後
の
リ
ニ
ア
特
別
委
員
会
で
審
査
、

確
認
、
ま
た
協
議
さ
れ
た
内
容
に
つ

い
て
、
以
下
の
通
り
報
告
し
ま
す
。

Ｑ 

令
和
７
年
度
の
予
算
で
は
、
清

内
路
地
区
に
お
け
る
リ
ニ
ア
関
連
工

事
（
清
内
路
自
治
会
が
希
望
し
た
場

所
へ
の
盛
土
造
成
工
事
　
※
た
だ

し
、
ク
ラ
ラ
沢
、
坊
主
ヶ
島
な
ど
Ｊ

Ｒ
東
海
が
調
査
し
候
補
地
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
や
、
そ
れ
に
関
連
す
る
道

路
拡
幅
工
事
を
除
く
）
に
つ
い
て
、

村
が
工
事
主
体
と
な
っ
て
工
事
を
行

い
、
そ
の
費
用
を
Ｊ
Ｒ
が
負
担
金
と

し
て
村
に
支
払
う
、
と
し
て
い
る
。

な
ぜ
、
村
が
主
体
と
し
て
工
事
す
る

こ
と
と
な
っ
た
の
か
。

Ａ
　
清
内
路
地
区
で
は
「
清
内
路
地

区
内
で
の
発
生
土
活
用
の
希
望
と
、

早
期
工
事
完
了
を
」
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
応
え
る
た
め
に

は
、
ク
ラ
ラ
沢
な
ど
大
き
な
盛
土
造

成
工
事
以
外
に
つ
い
て
は
、
村
が
主

体
と
な
っ
て
工
事
を
進
め
た
方
が
ス

ム
ー
ズ
と
考
え
た
た
め
で
す
。

Ｑ
　
な
ぜ
ス
ム
ー
ズ
な
の
か
。

Ａ
　
Ｊ
Ｒ
東
海
主
体
の
工
事
は
、
ど

の
よ
う
な
盛
土
造
成
工
事
で
も
、
工

事
着
工
の
為
に
★
環
境
ア
セ
ス
等
を

行
う
必
要
が
あ
り
２
年
程
度
の
準
備

を
し
な
い
と
進
め
な
い
事
情
が
あ
る

か
ら
で
す
。
ま
た
、
村
が
施
工
者
で

あ
る
た
め
、
地
権
者
と
の
協
議
な
ど

様
々
な
点
で
ス
ム
ー
ズ
に
工
事
を
進

め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

リ
ニ
ア
特
別
委
員
会
　

Ｑ
　
工
事
主
体
が
村
だ
と
す
る
と
、

工
事
後
の
責
任
も
村
が
負
う
こ
と
に

な
る
が
そ
れ
で
よ
い
の
か
。

Ａ
　
熱
海
の
土
石
流
の
事
故
が
あ
っ

て
以
降
、
盛
り
土
工
事
の
安
全
へ
の

規
制
は
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。
令
和

５
年
に
は
そ
の
こ
と
を
規
定
し
た
宅

地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
が

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
の
厳
し
い

審
査
が
あ
る
中
で
村
も
そ
れ
に
則
っ

て
工
事
を
行
う
の
で
、
責
任
は
負
え

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
　
し
か
し
そ
も
そ
も
リ
ニ
ア
新
幹

線
開
設
の
た
め
と
い
う
Ｊ
Ｒ
東
海
由

来
の
問
題
の
対
処
と
し
て
工
事
を
村

が
行
う
も
の
だ
。
こ
の
問
題
が
な
け

れ
ば
盛
土
造
成
工
事
の
希
望
調
査
も

そ
も
そ
も
な
か
っ
た
。
工
事
費
用
だ

け
で
な
く
、
そ
の
後
の
管
理
や
責
任

に
つ
い
て
も
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
求
め
て

い
く
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
の
か
。

Ａ
　
今
後
Ｊ
Ｒ
東
海
と
協
議
を
し
、

そ
の
可
能
性
を
模
索
し
ま
す
。

　
定
例
会
で
も
質
問
が
出
さ
れ
た
話

題
で
す
。
今
後
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
委
員
会
で
確
認
し
て
ま
い
り
ま

す
。

J
R
東
海
候
補
地
以
外
の

盛
り
土
造
成
工
事
の
在
り
方
に
つ
い
て
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リ
ー
ダ
ー
　
　
　
　
　
　
大
嶋
正
男

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
　
　
　
　
櫻
井
芳
一

委
　
員
　
　
吉
田
哲
也
　
田
中
真
美

　
　
　
　
　
小
林
義
勝

　
分
科
会
の
目
的

　
当
分
科
会
で
は
、
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
人
口
減
少
問
題
に
取
り

組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
人
口
減
少

の
速
度
が
予
測
よ
り
早
く
こ
の
ま
ま

進
む
と
自
治
体
運
営
が
立
ち
行
か
な

く
な
る
状
況
で
、
他
町
村
と
比
較
し

て
「
社
会
減
」
対
策
が
極
め
て
必
要

で
あ
り
、「
自
然
減
」
対
策
と
両
面
で

政
策
提
言
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
今
日
ま
で
の
活
動
状
況

　
第
１
回
会
議
で
は
、
委
員
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
や
考
え
方
を
出
し
合
い
課

題
を
共
有
し
ま
し
た
。

・
働
く
場
所
の
確
保
、
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り

・
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
の
問
題

・
空
き
家
対
策
も
含
め
た
住
宅
対
策

・
移
住
定
住
専
門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
･
養
成
す
る
必
要
性

等
様
々
な
視
点
か
ら
課
題
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
第
２
回
会
議
で
は
、
移
住
定
住
担

当
の
協
働
活
動
推
進
課
と
懇
談
を
行

い
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
経
過
、

内
容
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
成
果
に

つ
い
て
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
来
年
度
の
事
業
計
画

に
も
ふ
れ
、

・
情
報
発
信
の
あ
り
か
た

・
定
住
促
進
の
た
め
の
支
援

・
職
場
を
確
保
す
る
た
め
の
支
援

・
民
間
の
力
を
借
り
た
住
宅
建
設
へ

　
の
支
援

・
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
必
要

　
性
　
等
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
予
定

　
多
く
の
情
報
把
握
が
必
要
と
考
え
、

南
信
州
広
域
連
合
や
県
南
信
州
地
域

振
興
局
で
は
人
口
問
題
を
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
、
聞
き
取
り
に
伺
う
予
定
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
　
　
　
　
　
　
熊
谷
智
德

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
　
　
　
　
遠
山
広
志

委
　
員
　
　
熊
谷
恒
雄
　
井
原
敏
喜

吉
村
金
利
　
唐
澤
浩
平
　
實
原
恒
禎

　
分
科
会
の
目
的
　

　
当
分
科
会
で
は
、
５
年
後
１０
年
後

の
阿
智
村
の
基
盤
で
あ
る
農
地
、
農

業
、
里
山
を
ど
の
よ
う
な
政
策
で
持

続
し
て
い
く
か
。
阿
智
村
農
業
の
生

産
戦
略
、
販
売
戦
略
【
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
６
次
化
、
ふ
る
さ

と
納
税
、
地
産
地
消
、
道
の
駅
、
観

光
と
の
連
携
】
を
ど
の
よ
う
な
政
策

で
推
し
進
め
て
い
く
か
研
究
検
討
し
、

村
に
政
策
提
言
を
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
延
長
線
上
に
、
村
の
産
業
振
興
、

リ
ニ
ア
新
時
代
の
持
続
可
能
な
村
づ

く
り
が
見
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
今
日
ま
で
の
活
動
状
況

　
第
１
回
の
分
科
会
で
は
、
農
業
振

政
策
検
討
委
員
会

興
、
産
業
振
興
に
対
す
る
提
案
を
整

理
し
て
ま
と
め
、
今
後
の
進
め
方
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
中
山
間

地
域
が
抱
え
る
農
業
の
課
題
は
、
幅

広
く
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
の
で
、
分

科
会
を
二
つ
の
班
に
分
け
て
検
討
を

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
Ａ
班
は
現
在
村
が
進
め
て
い
る
地

域
の
農
業
計
画
に
合
わ
せ
て
、
遊
休

農
地
対
策
【
米
・
そ
ば
・
大
豆
の
生

産
支
援
、
ス
マ
ー
ト
農
業
、
里
山
整

備
等
】
に
つ
い
て
、
Ｂ
班
は
具
体
的

な
販
売
戦
略
【
観
光
と
の
連
携
、
道

の
駅
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
６
次
化
な

ど
】
の
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
今
後
、
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
、
産

業
振
興
公
社
、
㈱
ち
さ
と
東
、
あ
ち

森
、
南
信
州
機
能
性
食
品
工
場
、
浪

合
６
次
産
業
会
、
ゆ
う
き
の
風
、
な

ど
と
懇
談
し
、
各
地
の
道
の
駅
、
直

売
所
、
加
工
施
設
な
ど
の
視
察
を
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
予
定

　
今
後
は
Ａ
・
Ｂ

の
２
班
に
分
か
れ

て
テ
ー
マ
の
絞
り

込
み
を
行
い
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
の

研
究
、
検
討
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
口
問
題「
選
ば
れ
る
阿
智
村
」分
科
会

「
農
業
及
び
産
業
振
興
」
分
科
会

人
口
問
題
と
農
業・産
業
振
興

２
つ
の
分
科
会
で
政
策
提
言
へ
向
け
て
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議
会
の
あ
り
方
研
究
委
員
会
　

　
１
月
１０
日
、
改
選
後
は
じ
め
て
の

議
会
あ
り
方
委
員
会
を
開
き
ま
し

た
。
今
後
取
り
組
ん
で
い
く
課
題
に

つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
公
職
選
挙
法
に
つ

い
て
学
び
た
い
。
議

員
定
数
に
つ
い
て
、

議
員
の
な
り
手
不
足

に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。
行
政
と
議

会
と
の
両
輪
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
。
Ｄ

Ｘ
化
に
向
け
て
の
学
習
。
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
つ
い
て
の
学
習
。
講
師
の
方

を
呼
ん
で
の
講
演
会
で
の
学
習

等
々
、
い
ろ
い
ろ
と
意
見
が
出
ま
し

た
。
前
回
、
議
会
あ
り
方
研
究
委
員

会
で
は
、
政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を

考
え
て
い
こ
う
と
な
り
ま
し
た
が
、

政
策
検
討
委
員
会
で
取
り
扱
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
政
策
検
討
委
員
会
と
議
会
あ
り
方

研
究
委
員
会
で
は
、
開
催
日
が
今
ま

で
、
議
会
全
員
協
議
会
の
後
と
い
う

こ
と
が
多
く
、
な
か
な
か
時
間
に
追

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
議
員
か
ら
別
の

日
に
設
け
た
ら
ど
う
か
と
の
意
見
も

あ
り
今
後
、
日
程
調
整
し
て
い
く
中

で
開
催
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
し
っ
か
り
と
議
論
を
し
て
進
め

て
参
り
ま
す
。

　
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足
で
学
ん

だ
中
で
、
な
り
手
不
足
に
潜
む
３
つ

の
危
機
が
あ
り
ま
す
。

１
、
増
加
す
る
無
投
票
・
定
員
割
れ

と
潜
在
的
な
な
り
手
不
足
。

２
、
多
様
性
を
欠
く
議
会
で
は
二
元

代
表
制
の
趣
旨
が
損
な
わ
れ
る
。

３
、
度
重
な
る
無
投
票
が
地
方
自
治

の
弱
体
化
を
招
く
。
な
り
手
不
足
の

原
因
と
し
て
、
な
り
手
に
響
か
な
い

３
条
件
（
や
り
が
い
・
環
境
・
待

遇
）
議
会
の
役
割
と
議
員
の
や
り
が

い
が
住
民
の
間
で
十
分
に
理
解
さ
れ

ず
、
議
員
を
志
す
人
た
ち
の
動
機
付

け
と
し
て
機
能
し
に
く
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
限
界
（
潜

在
的
な
な
り
手
不
足
等
）
、
議
員
の

な
り
手
不
足
問
題
の
背
景
に
は
、
地

域
に
お
け
る
担
い
手
の
不
足
と
女
性

進
出
の
遅
れ
、
地
区
・
集
落
に
よ
る

候
補
者
擁
立
制
度
や
保
守
的
な
価
値

観
の
行
き
過
ぎ
、
家
族
・
親
族
の
反

対
に
よ
る
立
候
補
断
念
、「
担
ぎ
手
」

の
減
少
に
よ
る
立
候
補
へ
の
足
踏
み

等
、
地
域
社
会
特
有
の
原
因
が
存
在

し
ま
す
。

　
立
候
補
・
選
挙
に
お
け
る
障
壁
と

し
て
、
議
員
に
な
る
志
を
抱
い
た
と

し
て
も
、
落
選
時
の
リ
ス
ク
と
労
働

法
制
上
の
課
題
、
立
候
補
・
選
挙
に

必
要
な
資
源
の
不
足
、
女
性
や
若
者

の
立
候
補
を
阻
害
す
る
要
因
等
の
障

壁
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
議
論

を
重
ね
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
な
り
手
不
足
の
検

証
組
織
の
立
ち
上
げ
。
様
々
な
広
報

ツ
ー
ル
を
駆
使
し
老
若
男
女
を
問
わ

ず
情
報
を
届
け
る
。
議
会
モ
ニ
タ
ー

等
を
通
じ
た
議
会
の
「
応
援
団
」
の

形
成
。
多
様
な
人
材
が
議
員
に
な
る

た
め
の
環
境
整
備
。
な
り
手
不
足
問

題
を
広
報
誌
で
住
民
に
訴
え
て
危
機

感
を
共
有
す
る
な
ど
し
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
女
性
議

員
を
増
や
す
た
め
の
対
策
も
重
点
的

に
進
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
依

然
と
し
て
低
い
ま
ま
で
あ
り
、
そ
の

改
善
が
な
り
手
不
足
を
解
消
す
る
決

め
手
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

　
３
月
１７
日
が
一
般
質
問
で
し
た
の

で
、
そ
の
前
に
一
般
質
問
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
議
員
研
修
誌
で
情
報
共

有
を
し
ま
し
た
。
「
部
署
に
行
っ
て

聞
け
ば
済
む
内
容
」
な
ど
な
ど
、
一

般
質
問
は
注
目
さ
れ
や
す
い
が
ゆ
え

に
多
く
の
議
会
で
は
、
内
容
や
あ
り

方
に
つ
い
て
悩
み
や
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
一
般
質
問
は
本
来
、
施
策

や
村
民
か
ら
の
声
を
題
材
に
村
長
、

執
行
機
関
側
に
問
い
た
だ
す
、
提
言

す
る
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
住
み
や

す
い
村
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
す
る

議
員
が
持
つ
「
質
問
権
」
で
す
。
今

後
は
回
を
重
ね
る
ご
と
に
「
質
」
を

高
め
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
、
一
般
質
問
の
「
そ
の
後
」
を
追

い
か
け
る
な
ど
議
会
あ
り
方
研
究
委

員
会
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
議
会
向
け
Ｄ
Ｘ
セ
ミ

ナ
ー
に
も
有
志
で
は
あ

り
ま
す
が
参
加
を
し
ま

し
た
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
行
政
と
情
報
共

有
を
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
会
の
今
後
に
向
け
た
あ
り
方
や

課
題
に
つ
い
て
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問
　
身
よ
り
が
居
な
い
、「
身
元

保
証
人
」
を
頼
め
な
い
等
の
理

由
で
介
護
施
設
等
の
入
所
、
入

院
を
お
断
り
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
が
、
阿
智
村
の
実
態
は
。

原
民
生
課
長
　
入
院
等
、
病
院

か
ら
の
連
絡
に
対
し
、
敏
速
に

対
処
、
親
族
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

親
族
が
い
な
い
場
合
は
、
村
が

「
身
元
引
受
人
」
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
入
院
や
入
所
を
断
ら

れ
た
ケ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
「
身
元
引
受
人
」
は
誰
が
な

る
の
か
。

民
生
課
長
「
阿
智
村
長
　
熊
谷

秀
樹
」
名
と
な
り
ま
す
。

問
「
身
元
引
受
人
」
と
「
身
元

保
証
人
」
の
違
い
は
。

民
生
課
長
　「
身
元
保
証
人
」
は

本
人
に
代
わ
っ
て
意
思
決
定
、

ト
ラ
ブ
ル
対
応
、
債
務
連
帯
保

証
等
の
役
割
が
あ
り
、「
身
元
引

受
人
」
は
、
本
人
に
事
が
起
き

た
と
き
、
身
柄
等
の
引
き
取
り

の
役
割
と
な
る
が
、
明
確
な
定

義
は
な
く
同
意
語
扱
い
の
施
設

も
あ
り
ま
す
。

問
「
保
証
人
」
を
立
て
な
い
社

会
潮
流
に
対
し
、
必
要
な
理
由

は
。

民
生
課
長
　
・
本
人
の
身
元
確

認
・
緊
急
時
の
連
絡
先
・
債
務

保
証
等
で
す
が
、
「
保
証
人
」

の
権
限
は
施
設
に
よ
り
異
な
り
、

又
法
律
上
の
定
め
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問
「
身
元
保
証
人
」
が
居
な
く

て
も
入
所
、
入
院
は
可
能
か
。

民
生
課
長
　
入
院
に
つ
い
て
は

医
師
法
に
よ
り
、
こ
ば
む
事
は

で
き
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
施
設
に
つ
い
て
は
、
契
約

書
に
て
明
記
し
て
い
ま
す
。

問
　
長
期
支
援
の
課
題
は
。

民
生
課
長
　
飯
伊
の
民
間
企
業

で
２
社
「
高
齢
者
等
終
身
サ
ポ

ー
ト
事
業
」
を
行
っ
て
い
る
が
、

費
用
前
払
等
に
よ
る
金
銭
ト
ラ

ブ
ル
、
意
思
決
定
に
関
わ
る
ト

ラ
ブ
ル
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

村
で
は
死
後
の
財
産
処
分
等
に

つ
い
て
関
与
で
き
ま
せ
ん
。

問
　
課
題
解
決
策
と
関
係
者
へ

の
提
言
は
。

民
生
課
長
　
今
後
単
身
高
齢
者

増
加
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
高
齢

者
の
意
思
決
定
を
支
援
す
る
仕

組
み
を
研
究
し
ま
す
。

問
　
令
和
７
年
度
避
難
所
用
物

品
購
入
の
内
容
は
。

熊
谷
総
務
課
長
　
国
の
交
付
金

を
活
用
し
て
、
テ
ン
ト
型
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
と
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
。
そ
の
他
、
備
蓄
食
料
や

飲
料
水
、
簡
易
ト
イ
レ
の
収
納

袋
等
の
購
入
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
　

問
　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ナ
ー
の
導

入
の
考
え
は
。

村
長
　
高
額
で
は
あ
り
ま
す
が
、

広
域
的
な
こ
と
も
含
め
て
、
検

討
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
★
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
更
新

の
内
容
は
。

総
務
課
長
　
阿
智
川
以
外
の
村

内
１１
中
小
河
川
の
浸
水
想
定
区

域
図
を
付
け
加
え
る
も
の
に
な

り
ま
す
。

問
　
受
援
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
は
。

村
長
　
村
で
は
、
既
に
策
定
し

て
い
ま
す
が
、
計
画
内
容
の
見

直
し
、
計
画
に
基
づ
い
た
訓
練

の
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
　
災
害
時
の
応
急
対
策
活
動

に
欠
か
せ
な
い
村
内
業
者
の
育

成
を
図
る
取
り
組
み
は
。

村
長
　
現
在
も
、
村
内
建
設
業

の
皆
様
に
は
、
災
害
時
す
ぐ
出

動
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
協
力
し
合

い
、
村
の
災
害
対
応
を
行
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
　
災
害
時
等
に
お
け
る
ド
ロ

ー
ン
活
用
に
つ
い
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

村
長
　
ほ
か
の
市
町
村
の
取
り

組
み
事
例
を
参
考
に
、
ま
た
協

力
し
、
積
極
的
に
活
用
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
村
内
保
育
所
、
小
中
学
校

に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

状
況
は
。

総
務
課
長
　
村
内
の
全
て
の
小

中
学
校
で
、
設
置
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
保
育
園
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
６
年
度
事
業
と

し
て
、
村
内
全
て
の
保
育
園
に

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
進
め
て

い
ま
す
。

問
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
推
進

に
つ
い
て
は
。

村
長
　
団
体
、
商
店
街
等
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
県
の
方
針
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
村
も
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

防犯カメラの設置推進について
団体、商店街等の設置については、　　　　

しっかり取り組んでまいりたい

高齢者サポート事業について
  施設入所・入院時等の「身元引受人」、「身元保証人」確保の
  現状と課題、今後の取り組みは
国の示されたガイドラインに沿って、今後普及や関係制度について検討を進めます

小
林
義
勝

井
原
敏
喜



14あち「議会だより」No.122

問
　
今
年
度
の
除
雪
費
用
は
、

い
く
ら
要
し
た
か
。

井
原
建
設
農
林
課
長
　
令
和
６

年
１２
月
か
ら
令
和
７
年
２
月
ま

で
の
期
間
で
総
額
４
５
５
０
万

円
を
要
し
ま
し
た
。
昨
年
度
実

績
約
２
６
０
０
万
円
に
対
し
、

１
９
５
０
万
円
の
増
加
、
前
年

度
を
１
０
０
％
と
す
る
と
、
１

７
５
％
と
な
り
ま
す
。

問
　
除
雪
費
用
の
使
用
内
訳
は
。

建
設
農
林
課
長
　
ま
ず
、
除
雪

回
数
に
つ
い
て
回
答
し
ま
す
。

出
動
は
、
総
数
で
１
０
２
回
出

動
、
金
額
で
は
１
５
７
０
万
円
、

回
数
は
前
年
の
２
３
０
％
と
な

り
ま
す
。
凍
結
防
止
剤
散
布
回

数
は
、
総
数
で
１
９
１
回
出
動
、

金
額
で
は
８
８
０
万
円
、
散
布

回
数
は
前
年
の
１
６
０
％
と
な

り
ま
す
。
凍
結
防
止
剤
は
、
５

０
０
㎏
入
り
を
５
２
６
袋
、
２５

㎏
入
り
を
７
６
０
袋
、
合
計
で

２
８
２
ト
ン
購
入
、
金
額
で
は
、

２
１
０
０
万
円
、
購
入
量
は
前

年
の
１
５
５
％
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
例
年
よ
り
降
雪

日
が
異
常
に
多
く
、
村
内
の
ど

の
地
区
で
も
費
用
の
増
加
が
顕

著
で
し
た
。
凍
結
防
止
剤
の
原

材
料
費
の
高
騰
も
、
費
用
増
加

の
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

問
　
地
域
で
対
応
で
き
ず
役
場

に
支
援
要
請
す
る
場
合
、
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
。

建
設
農
林
課
長
　
通
常
の
流
れ

で
は
、
自
治
会
ま
た
は
部
落
長

を
通
じ
て
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

夜
間
な
ど
に
緊
急
の
事
情
が
生

じ
、
や
む
を
得
ず
、
個
人
が
要

請
し
た
い
と
き
は
、
直
接
役
場

に
電
話
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
担

当
課
が
対
応
し
ま
す
。

問
　
地
域
と
の
反
省
会
等
を
通

じ
住
民
の
意
見
を
丁
寧
に
聴
き

取
っ
て
、
今
後
の
改
善
に
生
か

し
て
ほ
し
い
。

　
な
お
、
今
年
度
を
振
り
返
り
、

今
後
の
課
題
と
考
え
て
い
る
こ

と
は
あ
る
か
。

建
設
農
林
課
長
　
村
の
除
雪
体

制
は
、
建
設
業
者
へ
の
委
託
と

個
人
へ
の
委
託
が
あ
り
ま
す
。

個
人
へ
の
委
託
で
は
、
連
日
の

長
時
間
作
業
に
よ
り
、
事
故
等

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
新
規
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保

や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
村
全
体
で

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
体
制
づ
く

り
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

問
　
美
し
い
景
観
の
保
全
と
創

出
に
つ
い
て
村
の
取
り
組
み
の

考
え
は
。
　

原
環
境
課
長
　
令
和
７
年
度
の

取
り
組
み
と
し
て
★「
星
空
保

護
区
」
へ
の
制
定
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
か
の
研
究
を
始
め
て
ま
い
り

ま
す
。

問
　
村
内
の
家
庭
雑
排
水
の
現

状
は
。

環
境
課
長
　
下
水
へ
の
接
続
、

浄
化
槽
の
設
置
は
推
進
し
て
お

り
ま
す
が
、
各
ご
家
庭
の
事
情

も
あ
り
、
な
か
な
か
進
ま
な
い

の
が
現
状
で
す
。
毎
年
「
井
水

に
泡
や
ご
み
が
流
れ
て
き
た
」

と
い
う
連
絡
が
あ
り
、
確
認
を

行
い
ま
す
が
特
定
す
る
こ
と
は

な
か
な
か
難
し
く
、
無
線
放
送

や
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
放
送
で
注
意

喚
起
や
、
看
板
を
設
置
す
る
等

の
対
応
を
取
っ
て
お
り
ま
す
。

問
　
ホ
タ
ル
マ
ッ
プ
作
製
の
考

え
は
な
い
か
。

環
境
課
長
　
現
在
ホ
タ
ル
マ
ッ

プ
作
製
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
村
と
し
て
今
の
竹
林
の
現

状
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

井
原
建
設
農
林
課
長
　
竹
林
の

現
状
で
す
が
、
手
の
入
っ
て
い

な
い
「
放
置
竹
林
」
が
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
道
路
を
塞
ぐ

な
ど
、
役
場
に
も
伐
採
の
相
談

が
あ
り
ま
す
。
私
有
地
や
畑
な

ど
住
民
生
活
へ
の
影
響
を
考
え

る
と
、
大
き
な
課
題
と
考
え
ま

す
。

問
　
村
内
に
は
ど
の
く
ら
い
の

竹
林
が
あ
る
の
か
。

建
設
農
林
課
長
　
村
全
体
の
２

％
が
竹
林
と
な
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

問
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て

区
域
ご
と
に
竹
林
整
備
を
考
え

て
は
ど
う
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
の
支
援
の
考
え
は
。

村
長
　
観
光
局
で
進
め
る
「
七

夕
ま
つ
り
」
で
も
、
竹
灯
籠
を

作
る
人
が
少
な
く
、
苦
労
し
て

い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
多

方
面
で
可
能
性
の
広
が
る
取
り

組
み
と
感
じ
ま
す
。
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
自
主
的
な
活
動
で

す
の
で
個
々
に
お
支
払
い
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
他
可
能
な
支
援
は
行
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

ボランティアを募っての竹林整備の考えは

除雪対策について
近年にない異常気象で今後の体制に課題

可能な支援は行いたいと考えています

櫻
井
芳
一

唐
澤
浩
平
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問
　
多
様
な
地
域
、
多
様
な
自

治
体
の
存
立
と
独
立
性
が
あ
っ

て
こ
そ
の
村
づ
く
り
で
あ
る
。

大
型
の
事
業
と
住
民
中
心
の
村

づ
く
り
の
内
発
的
な
発
展
に
つ

い
て
考
え
は
。

村
長
　
定
例
会
開
会
日
に
も
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
予
算

審
議
も
し
て
い
た
だ
く
中
で
リ

ニ
ア
工
事
が
大
き
く
入
っ
て
い

る
わ
い
・
W
a
i
公
園
、
堆
肥

セ
ン
タ
ー
の
工
事
、
大
変
大
き

な
金
額
に
な
る
定
住
政
策
で
は

清
内
路
集
合
住
宅
建
設
と
い
う

こ
と
で
大
変
大
き
な
予
算
と
な

っ
て
い
ま
す
。
国
の
補
助
金
を

使
い
な
が
ら
★
過
疎
対
策
事
業

債
、
★
合
併
特
例
債
の
よ
う
な

有
利
な
起
債
を
使
っ
て
一
般
財

源
、
一
般
会
計
も
極
力
抑
え
る

よ
う
に
決
め
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
と
て
も

大
事
で
、
財
政
が
苦
し
い
時
で

も
住
民
の
生
活
を
中
心
に
置
き

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

問
　
地
方
税
の
伸
び
を
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

村
長
　
令
和
５
年
度
の
決
算
で

７
億
９
千
万
円
あ
る
地
方
税
の

う
ち
、
５０
％
を
固
定
資
産
税
が

占
め
て
い
ま
す
。
次
に
多
い
の

は
村
民
税
で
す
。
今
年
度
は
定

額
減
税
も
あ
っ
た
た
め
、
令
和

７
年
度
は
そ
の
減
税
分
戻
っ
て

き
ま
す
。
そ
の
関
係
で
伸
び
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。

問
　
七
久
里
開
発
事
業
に
つ
い

て
、
村
が
事
業
主
体
と
い
う
こ

と
で
進
め
る
意
味
合
い
は
。
ま

た
、
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
、
そ
の
都
度
協
定
や
契
約
を

結
び
な
が
ら
進
め
る
と
も
説
明

を
受
け
て
い
る
。
盛
土
規
制
も

関
係
し
て
く
る
が
事
業
を
起
こ

し
た
自
治
体
が
完
成
後
も
責
任

を
持
つ
の
か
。

村
長
　
保
安
林
解
除
の
案
件
が

あ
る
の
は
事
実
で
す
。
し
か
し

そ
れ
が
主
体
で
あ
る
と
い
う
意

味
で
は
な
く
、
持
続
可
能
な
村

づ
く
り
、
地
元
の
方
々
の
協
議
、

地
元
の
委
員
会
。
村
と
し
て
の

大
き
な
く
く
り
の
中
で
、
住
民

の
方
々
の
安
全
を
確
認
し
な
が

ら
、
開
発
・
発
展
を
し
っ
か
り

考
え
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
。

問
　
学
校
給
食
に
お
け
る
地
元

食
材
の
利
用
状
況
は
。

川
上
教
育
次
長
　
お
米
は
阿
智

村
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
す
。
地

域
食
材
の
日
に
　
玉
ね
ぎ
、
き

ゅ
う
り
、
伝
統
野
菜
、
鹿
肉
加

工
品
等
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

問
　
量
的
に
は
ま
だ
ま
だ
と
思

い
ま
す
。
地
産
地
消
、食
育
、子

ど
も
た
ち
の
食
の
安
全
を
考
え

た
時
、村
の
認
証
野
菜
、有
機
無

農
薬
野
菜
の
利
用
の
考
え
は
。

教
育
次
長
　
安
定
納
入
い
た
だ

い
て
い
る
地
元
業
者
に
配
慮
し

な
が
ら
、
納
入
食
材
の
規
格
等

の
確
認
打
ち
合
わ
せ
、
情
報
共

有
も
し
な
が
ら
無
理
の
な
い
よ

う
に
７
年
度
は
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

問
　
村
営
住
宅
事
業
　
公
営
住

宅
の
種
類
、
件
数
、
入
居
率
、

条
件
は
。
ま
た
、
教
員
住
宅
の

戸
数
、
稼
働
率
は
。

菱
田
協
働
活
動
推
進
課
長
　
地

域
活
性
化
住
宅
、
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
、
若
者
定
住
移
住
、
定

住
促
進
住
宅
、
公
営
住
宅
、
の

５
種
類
の
村
営
住
宅
が
あ
り
、

総
計
２
１
２
戸
を
管
理
し
て
い

ま
す
。
入
居
率
は
９６
％
で
す
。

若
者
定
住
住
宅
は
末
子
が
中
学

校
卒
業
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
退
去

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

問
　
建
築
年
の
古
い
方
か
ら
、

中
関
団
地
、
大
鹿
団
地
と
お
聞

き
し
て
い
ま
す
が
、
両
団
地
の

今
後
の
予
定
、
考
え
方
は
。

協
働
活
動
推
進
課
長
　
中
関
団

地
は
５５
年
、
大
鹿
団
地
は
４５
年

が
経
過
し
て
お
り
両
団
地
と
も

現
在
は
募
集
停
止
の
状
態
で
す
。

中
関
は
５
年
後
を
目
途
に
再
開

発
の
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

大
鹿
は
、
修
繕
を
し
な
が
ら
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
関
係
も
あ
り
、

公
共
施
設
な
ど
の
再
開
発
は
考

え
て
い
な
い
方
向
で
す
。
教
員

住
宅
は
２５
戸
で
稼
働
率
は
４０
％

で
す
。

問
　
美
し
い
景
観
づ
く
り

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
　
３
公
園
と
合
わ

せ
て
役
場
前
駐
車
場
周
辺
整
備

も
取
り
組
ん
で
欲
し
い
が
。

村
長
　
Ｂ
ゾ
ー
ン
を
景
観
整
備

の
中
心
と
し
て
、
住
民
が
気
持

ち
い
い
場
所
、
人
々
の
気
持
ち

が
温
か
く
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

大型予算大きな事業が始まる、財政運営は
若い人たちが希望をもって村に住んでいただく投資

美しいふるさとの自然 役場駐車場前の竹林、里山
　阿智村の景観整備モデルとして取り組んでみては？
３公園の整備を進めながら、きれいな自然づくりに取り組んでいきたい

大
嶋
正
男

熊
谷
智
徳
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他

問
　
村
は
水
田
活
用
の
直
接
支

払
交
付
金
の
「
５
年
に
一
度
水

張
り
」
ル
ー
ル
撤
回
は
、
正
確

な
情
報
と
捉
え
て
い
る
か
。

井
原
建
設
農
林
課
長
　
農
林
水

産
省
で
は
、
水
田
政
策
を
令
和

９
年
度
か
ら
根
本
的
に
見
直
す

検
討
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
詳

細
は
ま
だ
で
す
が
、
転
作
を
目

標
と
す
る
も
の
か
ら
、
作
物
ご

と
の
生
産
性
向
上
の
支
援
に
転

換
さ
れ
る
方
針
で
す
。
村
と
し

て
現
時
点
で
は
、「
５
年
水
張

り
」
ル
ー
ル
撤
回
は
正
確
な
情

報
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問
　
水
張
り
を
行
わ
ず
、
令
和

７
・
８
年
補
助
金
対
象
作
物
を

栽
培
し
た
場
合
直
接
支
払
交
付

金
の
対
象
と
な
る
の
か
。

建
設
農
林
課
長
　
令
和
７
・
８

年
に
つ
い
て
は
連
作
障
害
を
回

避
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
た
場

合
、
水
張
り
を
し
な
く
て
も
交

付
金
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

問
　
農
業
の
離
農
を
思
い
留
め
、

定
年
後
１５
年
位
農
業
に
取
り
組

む
た
め
に
、
な
に
か
考
え
は
な

い
か
。

村
長
　
農
業
を
進
め
る
中
で
村

は
様
々
な
制
策
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
や
県
の
補
助
制

度
を
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
農

業
を
や
る
気
に
な
っ
た
方
々
を

広
く
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
あ
た
り
の
制

度
の
情
報
を
我
々
が
出
す
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
広
報
あ
ち
、
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ

Ｖ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
ス
マ
ー
ト
農
業
に
は
農
機

具
が
必
要
。
村
の
制
度
の
農
業

機
械
補
助
金
の
拡
充
の
考
え
は

な
い
か
。

村
長
　
こ
の
制
度
は
令
和
４
年

度
か
ら
好
評
で
す
。
そ
の
中
で

１
回
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
２

回
目
の
要
望
を
聞
い
て
は
お
り

ま
す
が
、
現
在
農
業
申
告
を
し

て
い
る
方
が
約
３
０
０
人
で
す
。

そ
の
中
で
制
度
利
用
が
７１
件
で

約
４
分
の
１
の
利
用
と
み
て
い

ま
す
。
４
分
の
３
の
方
の
利
用

が
ま
だ
で
す
の
で
、
も
う
少
し

様
子
を
見
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
２
回
目
に
つ
い
て

は
タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
３
月
６
日（
木
）に
、
中
央
公
民
館

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
長
野
県
農
協
地

域
開
発
機
構
の
大
熊
桂
樹
先
生
を
講

師
に
招
い
て
「
農
業
に
つ
い
て
、
聴

く
、
考
え
る
、
語
る
会
」
と
題
し
た

農
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
ま
し

た
。
村
長
を
は
じ
め
、
議
員
の
皆
さ

ん
、
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
、
ま
た
、

農
家
の
皆
さ
ん
な
ど
、
多
く
の
方
た

ち
が
参
加
さ
れ
、
熱
心
に
聞
い
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
大
熊
先
生

は
、
阿
智
村
に
は
昼
神
温
泉
と
い
う

観
光
産
業
が
あ
る
の
で
、
「
観
光
と

一
体
と
な
っ
た
６
次
産
業
化
」
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か

と
話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
農
産
物
の
直
売
所
を

考
え
る
中
で
、
直
売
所
に
お
い
て
は

毎
日
５０
種
類
ほ
ど
の
品
物
を
並
べ
る

こ
と
が
で
き
る
商
品
を
作
る
こ
と
や
、

そ
の
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
先
生
の
お
話
の
中
で
、
一

緒
に
働
い
て
い
る
２６
歳
の
女
性
が
阿

智
村
に
興
味
を
持
ち
、
実
際
に
訪
れ

て
村
内
を
見
て
回
り
な
が
ら
、
朝
市

や
土
産
屋
さ
ん
な
ど
を
見
て
「
朝
市

は
も
っ
と
開
か
れ
た
朝
市
に
す
る
」

「
お
土
産
は
地
域
を
売
り
込
み
な
が

ら
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
を
作
る
」、

ま
た
「
花
桃
を
使
っ
た
商
品
を
開
発

し
た
ら
ど
う
か
」
な
ど
、
阿
智
村
の

商
品
開
発
を
提
案
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
ま
た
そ
の
方
は
、
も
う

一
度
阿
智
村
を
訪
れ
た
い
と
思
わ
れ

て
い
る
よ
う
で
、
私
は
そ
の
話
を
お

聞
き
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
若
い

人
た
ち
が
た
く
さ
ん
阿
智
村
に
来
て

い
た
だ
き
、
阿
智
村
を
「
見
て
、
食

べ
て
、
知
っ
て
」
も
ら
い
、
社
会
に

向
け
て
阿
智
村
を
発
信
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
希
望
の
あ
る
村
に
し
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
質
問
も
い
く
つ
か
出
さ
れ
、
と
て

も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
　
（
實
原
　
恒
禎
）

ルール撤回は正確な情報と捉えている、作物ごとの生産性向上の支援に転換される方針です

２回目についてはタイミングをみて検討していきたいと思っています

水田活用（５年に一度水張ルール）見直しと、その後の農家支援について

スマート農業には農機具が必要、農機具購入補助制度の見直し検討を

農
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
か
れ
ま
し
た

吉
村
金
利
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　昨年中止を余儀なくされた花桃まつりも今年は開催することができそうです！３月に
降った季節外れの大雪も嘘のような暖かさを取り戻しつつある４月。花桃満開で賑わい、
活気あふれる阿智村を見れることが楽しみです！……でも花粉症には注意してくださいね。
　このコーナーでは本誌中に出てくる用語について解説しています。本誌に出てくる用語
以外でも、解説が必要なことがあれば、用語や条例なんでもご要望ください！それでは
今回も一緒に用語の勉強をしていきましょう！

おしえて！セイアくん！（仮）

ページ 用語解説

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

6

8

10

13

14

15

15

★指名競争入札とは　特定の条件により発注者側が指名した者同士で競争に付して契約書を定めるもの。

★分納誓約とは　納付を遅らせている債務を分割して支払うことを誓約する書面。

★執行停止とは　強制執行や行政処分などの効力を一時的に停止させること。

★阿智村辺地対策総合整備計画とは　他の地域と比較し住民の生活水準が低い山間地やへんぴな地域などの地域
格差を無くすことを目的とした計画。この計画を定めることにより辺地対策事業債等の財政上の支援が行われる。

★指定管理者（制度）とは　地方公共団体に代わって公の施設の管理を代行すること。多様化・高度化する住民のニ
ーズへの効率的・効果的な対応を図り、住民サービスの向上。行政コストの縮減を図ることを目的とした制度。

★農山漁村地域整備交付金とは　農林水産業の基盤整備を進めるとともに、地震・津波や集中豪雨等の頻繁化・激
甚化に対応した防災・減災対策に関する交付金。

★専決とは　本来議会で議決しなければいけない案件について、時間的に議会の招集を待てないような場合に、村
長が意思決定すること。なお、直近の議会で報告しなければならない。

★陳情とは　村などの公共機関に対して、その実情を訴え、一定の措置を行うよう要望する事。阿智村では、村内在
住者から陳情のみ受け付けている。

★環境アセス（環境アセスメント）とは　大規模な開発事業が環境に与える影響を予測・評価し、その結果を事業に
反映させること。

★ハザードマップとは　自然災害による被害を軽減するため、災害時に安全に避難できるように作成された図面。被
害想定区域や避難場所、避難経路などの防災関係施設の位置が示されている。

★星空保護区とは　光害の影響を受けにくい暗い夜空を保護・保存するための取り組みが評価された地域を指す。
国際ダークスカイ協会が実施するダークスカイプレイス・プログラムに基づいて認定される。

★過疎対策事業債とは　過疎地域とされた自治体が過疎地域自立促進市町村計画に基いて行う事業の財源に利用
できる地方債。元利償還金（返済する金額）の70％が地方交付税の基準額に算定することができる。

★合併特例債とは　合併した自治体が新たなまちづくりを行うために、計画に基いて借入できる地方債。事業費の
95％まで借入ができ、元利償還金の70％が普通交付税によって措置される。

★趣旨採択とは　請願・陳情に対し、願意は十分に理解できるが、採択とすることに問題がある場合等に便宜的に
「趣旨には賛同である」という意味で使われる。

★即決とは　議会で提案された議案や請願などを委員会に付託せず、その場で採決すること。

★請願とは　国や地方公共団体に意見や要望、苦情の要請を行うこと。

★財政調整基金とは　地方公共団体が年度間の財源の変動に備えて積み立てる金。

★辺地対策事業債とは　辺地（役場等までの距離が遠く、交通・自然的条件等に恵まれない山間地等のへんぴな地
域）とその他の地域との間の住民の生活文化水準の著しい格差をなくすための事業の財源とするための地方債。充
当率100％、地方交付税措置率80％。（例：100万円の事業費のうち、地方債で賄える上限が100万円（充当率）、
地方債を国が賄ってくれる部分が80万円（措置率））



あち「議会だより」No.122 18

　
花
桃
の
季
節
を
迎
え
、
令
和
７
年

度
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
今

年
の
冬
は
、
三
寒
四
温
な
ら
ぬ
七
寒

八
温
、
暖
冬
で
無
く
久
し
ぶ
り
の
冬

ら
し
い
冬
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

浪
合
地
区
・
智
里
西
地
区
・
清
内
路

地
区
で
は
雪
が
例
年
以
上
で
、
大
変

ご
苦
労
さ
れ
た
と
お
聞
き
い
た
し
ま

し
た
。

　
南
信
州
地
域
リ
ニ
ア
新
時
代
を
見

据
え
、
多
く
の
町
村
で
過
去
最
高
の
、

ま
た
は
そ
れ
に
近
い
予
算
を
組
み
新

年
度
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
阿
智
村

で
も
リ
ニ
ア
関
連
、
公
園
整
備
関
連

を
含
め
７６
億
円
と
過
去
最
高
額
の
当

初
予
算
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
予
想
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
迫
る

人
口
減
少
、
少
子
化
、
中
山
間
地
域

の
自
治
体
に
と
っ
て
は
待
っ
た
な
し

の
状
況
に
入
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
一
極
集
中
是
正
、
地
方
創
生
を
前

面
に
出
し
た
石
破
総
理
、
多
極
分
散
、

地
方
の
時
代
に
向
け
て
の
新
た
な
発

信
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
広
報
が
配
ら
れ
る
頃
…
石
破
内

閣
は
…
…
。

　
令
和
７
年
度
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
　
　

　（
熊
谷
　
智
徳
）

阿智村 HP  https://www.vill.achi.lg.jp/
★こちらもご覧ください。

ご意見・ご感想を議会事務局まで
お寄せください。また、議会傍聴
にいらしてください。
。 電話（43－2220）

FAX（43－4365）
E-mail　gikai2@vill.achi.lg.jp

議　会
事務局

 

２
月
１６
日
に
行
わ
れ
た
、
阿
智
村

民
Ｄ
ａ
ｙ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
昼
神
温
泉
阿
智
村
村
民
Ｄ
ａ
ｙ
は

昼
神
温
泉
の
出
湯
５０
周
年
を
記
念
し

て
、
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
昼
神
温
泉
旅
館
経
営
者
会
と

同
青
年
部
が
主
催
し
、
村
民
の
皆
様

に
、
昼
神
温
泉
の
魅
力
を
再
確
認
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
感
謝
の
一
日

を
企
画
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
無

料
入
浴
、
特
別
価
格
で
の
宿
泊
体
験

な
ど
、
様
々
な
催
し
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
当
日
は
、
ま
ず
、
鶴
巻
荘
駐
車
場

の
東
屋
で
、
特
製
豚
汁
と
お
に
ぎ
り

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
丁
重

な
サ
ー
ビ
ス
に
恐
縮
し
ま
し
た
が
、

お
な
か
が
暖
ま
り
、
ほ
っ
こ
り
と
し

た
心
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
一
番
の
目
的
で
あ
る
「
寸

劇
と
く
さ
太
夫
」
を
観
る
た
め
、
熊

谷
元
一
童
画
館
２
階
ホ
ー
ル
に
向
か

い
ま
し
た
。
運
よ
く
前
の
席
に
座
る

こ
と
が
で
き
、
開
演
を
楽
し
み
に
待

ち
ま
し
た
。
始
ま
る
と
、
寸
劇
も
和

楽
器
の
演
奏
も
素
晴
ら
し
く
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
寸
劇
に
昼
神
温
泉
の
経
営
者
の

方
が
加
わ
っ
て
い
る
と
聞
き
、
驚
き

ま
し
た
。
玄
人
は
だ
し
と
は
こ
の
こ

と
と
思
う
ほ
ど
上
手
で
し
た
よ
。

　
最
後
は
、
家
族
と
相
談
し
、
温
泉

宿
の
中
で
、
今
ま
で
入
っ
た
こ
と
の

な
い
お
風
呂
を
選
び
、
無
料
入
浴
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
に
、
昼
神
温
泉
の
ツ
ル

ツ
ル
の
お
湯
に
ゆ
っ
く
り
と
入
る
こ

と
で
、
身
も
心
も
癒
や
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
豚
汁
の
と
き
も
入
浴
の
と
き
も
、

上
質
な
お
も
て
な
し
を
受
け
て
い
る

と
い
う
感
じ
で
、
お
大
尽
様
に
な
っ

た
気
分
で
し
た
。
主
催
者
始
め
関
係

者
の
皆
様
に
感
謝
で
す
。

　
さ
て
、
今
回
の
利
用
者
数
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。
無
料
入
浴
６
０
０
人

余
、
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
の
ふ
る
ま
い

２
５
０
食
完
売
、
寸
劇
と
く
さ
太
夫

約
１
１
０
名
、
バ
イ
キ
ン
グ
１
２
８

食
、
特
別
宿
泊
プ
ラ
ン
完
売
な
ど
。

　
私
は
無
料
の
催
し
ば
か
り
を
利
用

し
ま
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
来
年
も
行
わ
れ
る
予

定
と
聞
い
て
い
ま
す
。
次
回
は
、
さ

ら
に
大
勢
の
村
民
の
皆
様
が
参
加
さ

れ
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
櫻
井
　
芳
一
）

第2回　昼神温泉                  
阿智村民Dayに参加して

村民Dａyロビーコンサートの様子


